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1月19日東京にて

湾岸戦争反対！ いますぐ停戦を！
自衛隊機の派遣． 90億ドル戦費負担を許さない

各地から反戦の声わきあがる

ついにつかわれたトマホーク（梅林宏道）
原潜入港回数最高を記録：横須賀

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費） ●参加会員（月間会費） ●通信会員

団体 1□2000円 団体］口 1000円 年間］口

個人 1口 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に，（会費は本誌購読料を含みます）
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目術隊機を送るな
人殺しへの資金援助を

ー

・

止めろ
ー
'
•

内
閣
総
理
大
臣

代
表

一
九
九
一
年
一
月
二
五
日

ト
マ
ホ
ー
，
＇
ク
の
配
備
を
許
す
な

I
・
全
国
運
動

●
と
う
と
う
戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
一

月
十
七
日
午
前
、
米
軍
多
国
籍
軍
に
よ
っ
て
一

方
的
に
開
か
れ
た
湾
岸
戦
争
の
戦
火
で
、
人
々

が
今
も
殺
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
は
イ
ス
ラ
エ

ル
や
サ
ウ
ジ
ヘ
の
報
復
攻
撃
で
こ
れ
に
応
え
て

い
る
。
戦
争
は
何
も
生
み
出
さ
な
い
。
死
と
自

然
破
壊
と
憎
し
み
と
絶
望
以
外
の
何
も
つ
く
り

だ
さ
な
い
。
正
義
の
戦
争
な
ど
な
い
，
戦
争
は

不
正
義
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
。
一
正
義
」
を

一
皮
剥
け
ば
石
油
利
権
と
覇
権
の
争
い
で
し
か

な
い
戦
い
で
死
ん
で
い
く
の
は
名
も
な
い
庶
民

だ。●
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
ひ
ま
は
も
う
な
い
。

殺
し
合
い
を
今
す
ぐ
に
止
め
さ
せ
る
た
め
に
行

動
し
よ
う
！
多
国
籍
軍
は
攻
撃
を
止
め
中
東

か
ら
撤
退
し
ろ
！
イ
ラ
ク
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
か

ら
撤
退
し
ろ
1
・
テ
レ
ピ
・
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に

人
々
を
殺
す
の
を
や
め
ろ
！
日
本
政
府
の
戦

争
協
力
を
な
ん
と
し
て
も
や
め
さ
せ
よ
う
！

力
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
！

超
法
規
的
戦
争
協
力
策
の
撤
回
を
求
め
ま
す

日
本
政
府
は
、
湾
岸
戦
争
に
協
力
す
る
た
め
に
九

0
億
ド
ル
の
追
加
支
出
と
難
民
輸
送
の
た
め
の
自
衛
隊
磯
使
用
を
、
本
日
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
決
定
に
反
対
で
あ
リ
強
く
抗
議
し
ま
す
。

こ
の
決
定
は
一
国
際
紛
争
の
解
決
に
武
力
行
使
は
し
な
い
一
と
戦
争
放
棄
を
決
意
し
た
日
本
国
憲
法
の
精
神
を
踏
み
躙
る
も
の
で

す
。
憲
法
は
戦
争
と
い
う
も
の
へ
の
基
本
聡
識
を
表
明
し
て
お
リ
、
単
に
日
本
の
自
衛
球
の
行
動
を
規
制
す
る
と
い
う
狭
い
立
場
に

留
ま
ら
ず
、
外
交
政
策
を
支
配
す
る
根
本
精
神
が
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
ー
自
分
の
国
は
武
力
行
使
を
し
な
い
が
、
他

国
の
武
力
行
使
は
奨
励
す
る
一
と
言
う
の
で
は
、
日
本
は
自
分
勝
手
な
国
だ
と
い
う
国
際
的
な
非
難
を
受
け
る
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。

日
本
政
府
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
に
他
な
リ
ま
せ
ん
。

日
本
政
府
が
い
ま
緊
急
に
な
す
べ
き
国
際
的
貢
献
と
は
、
こ
の
日
本
国
憲
法
の
立
場
を
積
極
的
に
活
用
，
＇
）
、
多
国
籍
軍
と
は
別
の

の
論
理
で
湾
岸
戦
争
の
淳
上
に
む
け
て
最
大
限
の
外
交
的
、
経
済
的
な
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
3

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
政
府

決
定
は
、
そ
れ
に
全
く
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
九

0
億
ド
ル
の
支
出
は
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
一
日
五
億
ド
ル
の
多
国
籍
軍
戦
費
の
三
ヵ
月
分
の
二

0
パ
ー
i
セ
ン
ト
の
分

担
と
い
う
説
明
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
戦
費
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
的
な
議
論
を
待
た
ず
に
国
民
を
戦
争
に
巻
き

込
む
、
極
め
て
超
法
規
的
な
政
府
権
力
の
乱
用
で
あ
り
ま
す
。
国
民
に
は
、
政
府
か
ら
、
こ
の
金
額
の
積
算
根
拠
す
ら
も
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
使
途
を
明
確
に
す
る
機
溝
す
ら
不
明
で
す
。

自
衛
隊
機
の
海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
、
一
国
連
平
和
協
力
法
l

が
廃
案
に
な
っ
た
時
点
で
政
府
は
国
民
世
論
が
ど
こ
に
あ
る
か
を

す
で
に
十
分
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
を
今
回
は
政
令
を
い
じ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
会
論
議
を
さ
け
、
い
わ
ば
実
力
行
使
に

よ
っ
て
既
成
事
実
を
作
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
主
義
を
踏
み
躙
る
許
し
が
た
い
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

そ
も
そ
も
自
衛
隊
法
一

0
0
条
の
五
①
は
、

I

国
賓
、
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の
の
輸
送
」
と
い
う
そ
れ
自
身
の

文
言
こ
施
行
令
の
―
-
(
)
C
)
条
の
五
①
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。
一
、
天
皇
及
び
皇
族
、
二
、

国
賓
に
準
ず
る
賓
客
、
云
々
一
と
い
う
文
言
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
争
地
域
の
難
民
輸
送
の
よ
う
な
場
合
を
い
さ
さ
か
も
想
定
し

て
い
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
条
文
を
自
衛
隊
攪
派
遣
の
根
拠
に
す
る
の
は
国
会
を
経
ず
し
て
こ
と
を
な
そ
う
と
す
る
こ
じ
つ
け
以
外

の
何
物
で
も
あ
リ
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
私
た
ち
は
今
回
の
政
府
の
決
定
に
強
く
抗
議
し
、
そ
の
撤
回
を
求
め
ま
す
。

私
た
ち
は
、
一
、
日
本
政
府
の
湾
岸
戦
争
停
止
と
中
東
平
和
努
力
、
二
、
多
国
籍
軍
の
戦
闘
中
止
と
撤
退
、
三
、
イ
ラ
ク
の
戦
争

拡
大
政
策
の
停
止
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
の
撤
退
、
を
求
め
て
、
多
く
の
市
民
団
体
と
と
も
に
最
大
の
努
力
を
払
う
所
存
で
す
。

海
部
俊
樹
様
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怒
っ
て
る
あ
な
た
の
た
め
の
ア
ド
レ
ス

一
沖
輝

沖
縄
で
開
戦
の
日
を
目
撃
し
た
。
そ
の
前
日
に
も
嘉
手
納
飛
行

場
を
見
た
が
そ
の
日
の
様
相
は
全
く
違
っ
て
い
た
。
湾
岸
戦
争
の

主
力
戦
闘
機
F
1
5
が
相
次
い
で
発
進
し
、
空
気
を
引
き
裂
く
轟
音

を
た
て
て
頭
上
で
演
習
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
垂
直
離
発
着
磯
ハ

リ
ア
ー
の
離
発
着
を
初
め
て
見
た
。

那
覇
の
真
和
志
教
会
の
西
尾
牧
師
の
案
内
で
ア
ワ
セ
海
軍
通
信

基
地
の
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
I
I
I
の
ア
ン
テ
ナ
を
見
た
。
核
攻
撃

を
含
む
大
統
領
の
緊
急
指
令
を
発
進
す
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー

ク
の
現
代
版
で
あ
る
（
、
普
段
は
た
た
ま
れ
て
い
る
が
、
緊
急
事
態

が
発
生
す
る
と
た
だ
ち
に
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
日
も
ア
ン
テ
ナ
は

立
て
ら
れ
て
い
た
（
』
こ
こ
で
も
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
光
景
を
目
撃

す
る
こ
と
に
な
っ
た
，

太
田
新
知
事
は
沖
縄
の
立
場
か
ら
戦
争
反
対
の
意
見
表
明
を
し

湾
岸
対
策
会
議
を
設
置
し
た
C

嘉
手
納
町
議
会
は
戦
争
終
結
を
求

め
る
決
議
を
あ
げ
た
。
地
元
テ
レ
ビ
は
、
緊
迫
し
た
海
兵
隊
残
留

組
や
家
族
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
流
し
て
い
た
c

o

一
月
十
九
日
に
沖
縄
を
離
れ
た
が
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
平
和
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
民
団
体
は
緊
急
行
動
を
相
談
し
て
い
た
＇
平
和
団

体
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
声
明
を
出
し
て
大
き
な
行
動
を
計
画
し
て
い
た
。

（
梅
林
記
）

一
咋
児
島

十
七
日
、
「
鹿
児
島
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
会
」
が
市
内

の
繁
華
街
で
「
戦
争
を
許
さ
な
い
」
と
チ
ラ
シ
を
ま
い
た
。
海
上

月刊トマ喰い虫

反
戦
の
声

各
地
で

月刊トマ喰い虫 1988年6月18日第三種郵便物認可

廿本珈へ：島争勧を止めよ！
東京都千代田区永田町2-3-1 

内閣総理大臣海部俊樹

〒100

1 1 1 

毎月 1匝]20日発行1991年1月20日発行第63号（通巻64号） （4) 

平枇のために汁を篇せ！
首相官邸

~o:, (3 5 s 1) o 1 o 1 

各既へ：島争協力贄咸の既は應謄でおっことす！
●自由民主党 〒100東京都千代田区永田町1-1 1 -2 3 ~o 3 < 3 5 s 1) o 
●日木社会党 〒100千代田区永田町1-8-l (3弓80)1171

●民社党 〒105港区虎の門2-3-13第18森ピル内 (3S01) 5111 

●公明党 〒160新宿区南元町17 (3353)0111 ●n木共産党
5渋谷区千駄ヶ谷4-26-7 (3403) 6111 ●社会民主連合

京区水道2-6-3トップ江戸橋2F (3943) 7735 

〒10 

〒]12文

レ
ポ
ー
ト
と
行
動
案
内

自
衛
隊
基
地
の
あ
る
鹿
屋
で
は
「
反
戦
反
核
を
す
す
め
る
大
隅
市

民
の
会
」
が
米
軍
の
湾
岸
地
域
撤
退
と
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
撤

退
を
求
め
て
チ
ラ
シ
ま
き
と
座
り
込
み
を
行
っ
た
。
二
十
日
に
は

女
性
グ
ル
ー
プ
が
中
心
に
な
っ
て
て
街
頭
行
動
を
行
っ
た
。

―
考
え
る
会
」
は
二
十
七
日
に
は
、
湾
岸
戦
争
の
背
景
を
考
え

る
学
習
会
を
予
定
C

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
反
対
す
る
「
九
州
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
i

の
三
連
ハ
ガ
キ
を
、
鹿
児
島
で
は
二
千
枚
出
す
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
。

一
呻
本

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
反
対
す
る
九
州
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
木
村
京
子
代
表
｀
事
務
局
熊
本
市
民
セ
ン
タ
ー
）
が
、
日
本
政

府
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
、
フ
セ
イ
ン
・
イ
ラ
ク
大
統
領
あ
て
の

三
連
ハ
ガ
キ
を
一
万
枚
作
成
、
二
十
五
日
に
福
岡
県
庁
で
記
者
会

見
を
行
っ
て
、
各
地
で
ハ
ガ
キ
運
動
を
開
蛉
し
た
。
三
連
ハ
ガ
キ

一
シ
ー
ト
で
二

0
円
。
申
し
込
み
左
記
は
〒
八
六
0

熊
本
市
北

千
反
畑
一
ー
九
古
荘
ビ
ル
三

F

熊
本
市
民
セ
ン
タ
ー

e
o

九
六
（
三
四
五
）
五
九
0
四
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
十
八
日
に

福
岡
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事
館
前
で
約
五
0
人
が
座
り
込
み
を

行
っ
た
。
二
十
七
日
に
は
熊
本
で
集
会
を
予
定
。

一
畏
崎

十
七
日
約
六

0
名
が
平
和
公
園
に
集
ま
り
、
戦
争
突
入
へ
の
抗

議
と
即
時
停
戦
を
訴
え
て
一
時
間
の
座
り
込
み
。
二
十
六
日
に
は

多薗禅に参庸す糾咎恥：圃尉隠と齢を！
●アメリカ合刻卦大使館 〒107東京都港区赤坂1--0-5 さ03(3583)7

●イギリス大使館 〒102千代田区一番町1 (3265)5511 

イタリア大使館 〒108港区三田2-5-4 (3453) 5291 ●オースト

ラリア大使館 〒108港区三田2-1-4 (3453) 025] ●エジプト大使

館〒153目黒区青葉台1---5-4 (3770) 8021 ●オランダ大使館 〒1

港区芝公園3-6-3 (3431)5126 ●カナダ大使館 〒107港区

(3408) 2101 ●ギリシャ大使館 〒106港区西麻布3

●シリア大使館 〒107港区赤坂6-19-

●スペイン大使館 〒106港区六木木1--3-29

●ゾピエト連邦大使館 〒106 港区麻布台2-1-1

●パキスタン大使館 〒106港区元麻布2-14-9 ●バ

〒105港区白金2-7-45 (3442) 1501 ●フ

〒106港区南麻布4-11-44 ●ベルギー大使館 〒102千代

(3262) 0191 ●モロッコ大使館 〒15 1渋谷区千駄ヶ谷3

(3478) 3271 

141 ． 
05 

赤坂7-3-38

ノ
ー
ト

45 

(3403) 0871 

(3586)8977 

-1 6 -3 0 

(3583) 8531 

(3583)4224 

ングラディシュ大使館

ランス大使館

田区二番町5

「
ピ
ー
ス
バ
ス
長
崎
」
の
呼
び
か
け
で
日
本
政
府
の
戦
争
協
力
閣

議
決
定
に
抗
議
し
て
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
長
崎
県
労
評

セ
ン
タ
ー
は
二
十
五
日
か
ら
市
内
の
公
園
で
四
十
八
時
間
の
ハ
ン

ス
ト
に
入
り
、
約
五
0
名
が
座
り
込
み
を
続
け
た
．
二
月
三
日
の

佐
世
保
基
地
で
の
ピ
ー
ス
・
チ
ェ
ー
ン
に
も
長
崎
か
ら
多
数
が
か

け
つ
け
る
予
定
。

6
0
九
五
八
（
二
ニ
）
四
0
九
八
（
市
民
運

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

一
佐
世
偲

米
軍
の
弾
薬
輸
送
を
担
う
民
間
チ
ャ
ー
タ
ー
船
ク
リ
ー
プ
ラ
ン

ド
号
が
呉
の
広
弾
薬
庫
か
ら
陸
路
運
ば
れ
た
弾
薬
を
満
載
し
て
ニ

十
四
日
中
東
に
向
け
て
出
港
し
た
。
地
区
労
は
十
八
日
六
百
人
規

模
の
集
会
、
二
十
一
日
に
は
前
畑
町
の
米
軍
弾
薬
庫
前
で
抗
議
行

動
二
月
三
日
に
は
県
内
の
労
組
、
市
民
団
体
な
ど
で
構
成
す
る

実
行
委
員
会
の
主
催
で
「
や
め
て
戦
争
・
中
東
に
平
和
を
1
・
ピ
ー

ス
・
チ
ェ
ー
ン
・
イ
ン
佐
世
保
」
を
予
定
。
基
地
メ
イ
ン
・
ゲ
ー

ト
か
ら
バ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ト
を
人
間
の
鎖
で
つ
な
ぐ
計
画
。
ま
た
市

内
で
は
街
頭
で
パ
ネ
ル
展
示
、
ピ
デ
オ
上
映
、
署
名
、
ビ
ラ
配
り

が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
こ
の
中
で
横
幕
に
市
民
の
ピ
ー
ス
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
集
め
て
お
り
、
米
国
と
イ
ラ
ク
ヘ
送
る
こ
と
に
し
て
い

る。一
広
島「
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
」
で
は
、
開
戦
前
か
ら
米

大
統
領
と
国
連
事
務
総
長
に
あ
て
た
ハ
ガ
キ
を
刷
り
込
ん
だ
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
き
た
。
「
撤
退
期
限
」
の
十
五
日
に
は
原
爆
ド
ー

ム
前
で
約
五
0
人
が
座
り
込
み
。
二
十
日
に
は
初
め
約
三
十
人
だ

っ
た
座
り
込
み
が
、
通
り
が
か
り
の
人
々
も
加
わ
っ
て
一

0
0
人

に
ふ
く
ら
ん
だ
。
座
り
込
み
は
二
十
一
日
以
降
も
毎
日
昼
休
み
に

続
け
ら
れ
て
い
る
＾
二
十
七
日
、
二
月
三
日
に
行
動
を
予
定
。

ま
た
「
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
」
の
メ
ン
バ
ー
は
呉
の
米
軍
広
弾
薬
庫

で
の
抗
議
行
動
（
「
呉
」
の
項
参
照
）
に
も
か
け
つ
け
た
。

O

0
八
二
（
二
三
二
）
四
二
七
四
キ
リ
ス
ト
教
会
館
気
付
「
ひ
ろ

-1 6-3 
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と
う
と
う

ト
マ
ホ
ー
ク
が

使
わ
れ
た

し
ま
講
座
」

一
良一
月
―
-
+
、
二
十
一
日
と
二
日
続
け
て
、
米
軍
広
弾
薬
庫
か
ら

佐
世
保
へ
の
弾
薬
乾
送
が
行
わ
れ
た
。
コ
ン
テ
ナ
を
満
載
し
た
ト

レ
ー
ラ
ー
は
午
後
六
時
ご
ろ
弾
薬
庵
を
出
発
。
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
の

呉
市
内
を
抜
け
、
一
般
道
務
を
夜
っ
ぴ
て
走
っ
て
翌
日
に
は
佐
世

保
に
着
く
。
「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
呉
市
民
の
会
」

は
一
九
日
か
ら
一
二
日
間
連
続
で
弾
薬
庵
ゲ
ー
ト
前
で
の
抗
議
行
動

を
展
開
C

ま
た
、
弾
薬
を
積
ん
だ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
車
で
追
跡
、
ス

ヒ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
を
行

っ
た
へ
真
夜
中
の
町
を
l

湾
岸
戦
争
」
が
走
る
：
．
戦
争
が
長
引
け

は
乾
送
は
ま
た
お
こ
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
、
輸
送
ル

ー
ト
を
リ
L
I
式
の
抗
議
行
動
で
繋
ご
う
と
「
市
民
の
会
」
で
は

協
力
を
よ
び
か
け
て
い
る
C

0

0

八
二
三
（
ニ
―
)
二
四
一
四

呉
市
民
の
会
＾
‘

一
大
阪

十
七
日
夕
、
ア
メ
リ
カ
大
阪
神
戸
稔
領
事
館
（
大
阪
）
前
に
約

二
五
0
人
が
か
け
つ
け
て
即
時
停
戦
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
「
関

西
共
同
行
動
」
て
は
、
以
今
後
以
下
の
行
動
を
予
定
し
て
い
る
ぐ

二
月
四
日
午
後
六
時
か
ら
、
扇
町
公
園
に
て
ア
メ
リ
カ
に
即
時
停

戦
、
日
本
政
府
に
戦
争
協
力
停
止
を
求
め
る
集
会
と
デ
モ
。
一
月

二
十
九
日
、
二
月
八
日
（
い
ず
れ
も
午
後
六
時
）
に
中
東
情
勢
を

考
え
る
連
続
請
鹿
講
師
山
川
暁
夫
氏
、
木
村
修
三
氏
。
O
O

六
（
三
六
四
）

0

―
二
三
中
北
法
律
事
務
所
気
付
c

・
琴
郡
市
民
グ
ル
ー
プ
と
個
人
で
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
湾
岸
危
機

の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
市
民
の
会
」
は
、
開
戦
前
の
一
月
十
日

か
ら
十
七
日
の
午
後
二
時
か
ら
七
時
ま
で
四
条
河
原
町
で
座
り
込

み
を
続
け
て
い
た
。
十
七
日
に
は
正
午
か
ら
座
り
込
み
を
始
め
、

日
本
政
府
に
あ
て
た
緊
急
署
名
を
始
め
た
＾
一
署
名
用
紙
は
埋
め
ら

こ
う
こ
う
ト
マ
ホ
＇
ク
か
戦
場
で
火
を
ふ
い
た
。

こ
の
日
を
坊
ぐ
た
め
に
こ
そ
私
た
ち
は
、
七
年
間

運
勤
を
し
て
き
た
の
だ
。
海
し
い
。

せ
め
て
核
ト
マ
ホ
、
ク
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

こ
に
慰
め
を
見
い
だ
し
た
い
が
、
そ
れ
と
て
も
保
証

の
限
リ
で
は
な
い
。
戦
争
の
長
期
化
が
、
新
し
い
憎

悪
の
感
清
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
3

暦
を
繰
っ
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
，
＇
ク

二
反
ト
マ
全
国
運
動
―
は
ち
ょ
う
ど
七
年
前
の
一
月

こ
誕
生
し
て
い
る
。
核
弾
頭
の
ト
マ
ホ
＇
ク
の
配
備

が
、
冷
戦
下
で
最
大
の
関
心
事
で
あ
リ
、
日
本
の
軍

拡
と
新
国
家
体
制
へ
の
転
換
を
牽
引
す
る
象
徴
的
な

要
丙
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
当
然
そ
こ
に
焦
点
を
当

て
て
運
勤
を
’
)
て
き
た
が
、
司
時
こ
ス
タ
ン
ゞ
・
オ

フ
精
密
兵
器
と
，
）
て
の
通
常
弾
頭
の
，
I

，
マ
ホ
、
ク
に

も
警
戒
を
続
け
て
き
た
。
と
く
に
、
昨
年
の
八
月
の

湾
岸
危
磯
以
来
、
通
常
弾
頭
ト
マ
ホ
＇
ク
が
使
用
さ

在
庫
の
四
分
の
一
を
す
で
に
発
射

TOMAHAWK 
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z戸

れ
る
ご
と
に
レ
タ
ッ
ク
ス
で
首
相
あ
て
に
送
り
、
反
戦
の
声
を
リ

ア
ル
・
タ
イ
ム
で
届
け
た
。
二
十
日
に
は
デ
モ
。
座
り
込
み
は
一
―

十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
は
午
後
五
時
半
か
ら
七
時
半
ま
で
続

行
さ
れ
た
。
今
後
は
毎
週
土
曜
夜
に
行
わ
れ
る
。
二
十
七
日
午
後

に
は
集
会
と
デ
モ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
i
:
>
O
七
五
（
二
五
五
）

―
―
一
六
一
京
都
ト
マ
連
気
付
「
市
民
の
会
」
＾
p

一
名
吉
虞

中
東
に
派
遣
さ
せ
る
自
衛
隊
翰
送
機
の
基
地
・
小
牧
を
抱
え
る

愛
知
。
「
自
衛
隊
派
兵
を
許
さ
な
い
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
名
古

屋
」
は
十
五
日
「
平
和
の
た
め
の
祈
り
の
集
会
」
を
か
わ
き
り
に

連
続
ピ
ラ
ま
き
‘
自
民
党
県
連
へ
の
デ
モ
。
二
十
一

1
五
日
に
は

県
庁
前
で
座
り
込
み
。
二
十
七
日
に
は
小
牧
基
地
へ
の
要
請
行
動

と
自
衛
隊
員
、
家
族
へ
の
よ
び
か
け
を
予
定
し
て
い
る
C

一
方
、
多
国
籍
軍
へ
の
軍
事
支
援
違
憲
訴
訟
が
名
古
屋
か
ら
全

国
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
二
月
下
旬
提
訴
に
向
け
て
現
在
原

告
団
を
募
集
中
。
こ
の
動
き
は
東
京
（
問
い
合
わ
せ
は
「
ピ
ー
ス

ネ
ヅ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
）
、
静
岡
、
名
古
屋
、
大
阪
に
も
広
が
っ
て

い
る
。
原
告
に
な
り
た
い
人
は
一
旦
一
千
円
を
そ
え
て
下
記
へ
。

〒
四
六
六
名
古
屋
市
昭
和
区
曙
町
ニ
ー
八
た
ま
り
ば
風
気
付

「
多
国
籍
軍
へ
の
軍
事
支
援
違
窟
訴
訟
の
会
」

0

0
五
六
八

（
九
二
）
四
九
二
六
（
印
）

一
横
須
賀

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
九
隻
の
艦
船
の
う
ち
七
隻
（
う
ち
三
隻

が
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
）
が
中
東
に
派
遺
さ
れ
て
い
る
。
十
七
日

朝
か
ら
市
民
グ
ル
ー
プ
は
基
地
ゲ
ー
ト
前
で
座
り
込
み
を
始
め
た
。

抗
議
行
動
は
二
十
日
ま
で
毎
日
行
わ
れ
た
。
二
十
一
日
以
降
は
毎

週
月
曜
日
午
後
七
時
か
ら
（
基
地
ゲ
ー
ト
は
京
浜
急
行
「
汐
入
」

下
車
五
分
）
c

座
り
込
み
に
は
「
テ
レ
ビ
で
見
た
」
と
い
っ
て
か

け
つ
け
て
き
た
高
校
生
も
参
加
し
て
い
る
c

二
十
七
日
に
県
内
、

首
都
圏
か
ら
も
参
加
し
て
デ
モ
を
行
う
，
i
J
O
四
六
八
（
二
五
）

0
一
五
七
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
。

れ
る
危
険
性
を
訴
え
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
湾
岸
戦
争
の
本
質
は
、
ト
マ
ホ
，

こ
い
う
―
つ
の
兵
器
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
み
語
れ
る
も

の
で
は
な
い
，
し
か
し
、
冷
戦
時
代
の
産
物
で
あ
リ

現
在
に
お
い
て
も
米
ソ
の
軍
縮
の
最
大
の
障
害
に
な

っ
て
い
る
こ
の
兵
器
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
、
鋭
い

目
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。

一
月
二
二
日
現
在
で
、
二
百
数
十
発
の
ト
マ
ホ
｀

ク
が
発
射
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ト
マ
ホ
‘
,
'
ク
に
は

四
種
類
が
あ
リ
、
昨
年
の
十
一
月
時
点
で
合
計
二
（
）

二
―
発
の
ト
マ
ホ
ク
が
米
海
軍
の
弾
薬
庫
に
貯
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、

対
艦
攻
撃
ミ
サ
イ
ル
（
非
核
）

五
九
三
発

一
神
奈
川

：
恒
模
原
]
―
月
二
十
三
日
、
米
陸
軍
相
模
補
給
廠
か
ら
二
十

ト
ン
ク
ラ
ス
の
コ
ン
テ
ナ
一
四
0
台
が
搬
出
さ
れ
、
横
浜
港
か
ら

民
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
中
東
に
向
か
っ
た
。
中
身
は
備
蓄
さ
れ

て
い
た
「
対
戦
車
妨
害
材
」
と
推
定
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
地
上
戦

へ
の
備
え
。
湾
岸
危
機
発
生
以
来
、
補
給
厩
か
ら
の
大
量
搬
出
は

八
、
十
、
十
二
月
に
続
い
て
四
回
目
。
相
模
補
給
廠
監
視
団
は
基

地
監
視
を
強
化
す
る
一
方
、
在
日
米
陸
軍
司
令
部
の
あ
る
キ
ャ
ン

プ
座
間
へ
の
抗
議
行
動
を
二
十
七
日
に
行
う
。
二
月
三
日
に
は
補

給
廠
周
辺
で
の
デ
モ
を
計
画
。

e
o四
二
七
（
五
六
）
一
五
一

四
相
模
補
給
廠
監
視
団

「
上
瀬
谷
]

7

L

瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
」
は
昨
年

秋
か
ら
基
地
へ
の
抗
議
行
動
を
行
っ
て
き
た
。
一
月
二
十
日
に
も

開
戦
へ
の
抗
議
行
動
を
行
っ
た
。
基
地
側
は
事
前
の
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
面
会
を
拒
否
。
参
加
者
は
閉

ざ
さ
れ
た
扉
に
生
花
で
ピ
ー
ス
マ
ー
ク
を
か
ざ
り
米
軍
人
や
家
族

に
対
す
る
平
和
へ
の
訴
え
を
繰
り
返
し
た
。
二
月
三
日
に
は
、
基

地
周
辺
住
宅
へ
の
ビ
ラ
配
布
と
再
度
の
抗
議
行
動
を
計
画
し
て
い

る。

P

O
四
五
（
三
六
三
）
―
-
―
-
内
四
二
五
富
永
気

付
「
ウ
ド
の
会
」

[
大
和
]
厚
木
基
地
周
辺
で
は
「
平
和
を
作
る
大
和
市
民
の
会
」

「
厚
木
基
地
を
考
え
る
会
」
よ
／
ジ
ア
と
暮
ら
し
を
考
え
る
会
」

の
三
団
体
が
二
十
日
、
基
地
に
抗
議
文
を
手
渡
し
た
。

[
横
浜
]
市
民
有
志
は
首
相
に
あ
て
て
戦
争
協
力
反
対
を
訴
え

る
ハ
ガ
キ
運
動
を
始
め
る
（
一
枚
十
円
）
。
二
十
七
日
に
は
横
浜

駅
西
口
で
座
り
込
み
,

c
O
四
五
（
四
―
―
二
）

0
四
三
一
非

核
県
民
運
動
気
付
「
湾
岸
戦
争
に
反
対
す
る
市
民
た
ち
」
（
仮
）
。

二
月
＿
二
日
に
は
横
浜
駅
西
口
で
「
海
外
派
兵
に
反
対
す
る
バ
ッ
ジ

の
会
」
よ
び
か
け
で
ダ
イ
・
イ
ン
が
行
わ
れ
る
。

6
0
四
五

（
九
六
二
）
八
四
七
四
「
バ
ッ
ジ
の
会
」

対
地
攻
撃
ミ
サ
イ
ル
（
非
核
単
一
弾
頭
）
八
八
六
発

対
地
攻
撃
ミ
サ
イ
ル
（
非
咳
小
散
弾
頭
）
一
＇
ご
五
発

対

地

攻

撃

ミ

サ

イ

ル

（

核

）

三

六

亡

発

計

二

（

三

一

発

今
回
湾
岸
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
対
地
攻
撃
ミ
サ

イ
ル
（
非
核
）
で
あ
る
。
単
一
弾
頭
の
も
の
こ
小
散

弾
頭
の
も
の
が
ど
の
割
合
で
受
わ
れ
た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
二
種
類
を
合
わ
せ
て
も
約
八
九
（
）
発
し
か

在
庫
が
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
四
分
の
一
を
す
で

に
使
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
現
在
ま
で
こ
中
東
地
域
こ
配
備
さ
れ
た
軍

艦
の
ト
マ
ホ
，
ク
の
う
ち
非
核
弾
頭
の
も
の
は
約
七

二
（
）
発
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
グ
リ
＇
ン
・
ピ

＇
ス
推
定
）
、
そ
の
内
の
約
三
分
の
一
を
す
で
に
使

っ
た
こ
と
に
な
る
r
"

こ
の
事
実
か
ら
だ
け
で
も
、
二
つ
の
重
要
な
問
題

が
浮
か
べ
兄
一
が
っ
て
く
る
。

曹
信
の
独
占
を
ね
ら
う

―
つ
は
、
増
産
も
含
め
て
、
＇
ヘ
マ
ホ
・
ク
計
画
の

大
囁
な
拡
充
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
こ

こ
で
あ
る
。
も
と
も
と
ト
マ
ホ
＇
グ
購
入
計
画
は
、

一
九
九
二
会
討
年
度
(
-
九
九
三
年
九
月
末
に
終
了
）

で
完
了
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
実
際
の
購

入
は
当
初
計
画
よ
り
も
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
。
海
軍

は
、
ト
マ
ホ
、
ク
の
有
用
性
を
強
調
し
計
画
の
延
長

（
八
ペ
ー
ジ
下
段
へ
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を

立

案

し

て

い

た

が

、

冷

戦

終

結

と

予

算

削

滅

圧

力

の

も

と

で

、

先

行

き

は

必

ず

し

も

は

っ

き

り

し

て

い

な

か

っ

た

。

し

か

’

.

'

)

、

湾

岸

戦

争

で

ト

マ

ホ

＇

ク

が

多

量

に

使

わ

れ

る

こ

と

こ

よ

っ

て

、

海

軍

は

こ

の

兵

器

シ

ス

テ

ム

の

拡

充

こ

主

導

権

を

発

渾

す

る

端

緒

を

見

い

だ

し

た

。

む

し

ろ

事

柄

は

逆

で

、

海

軍

は

鳴

リ

も

の

入

リ

で

開

発

し

て

き

た

ト

マ

ホ

ク

を

使

用

す

る

必

要

性

に

迫

ら

れ

て

い

た

の

で

あ

リ

、

そ

の

た

め

に

戦

争

を

急

い

乏

側

面

を

見

逃

’

)

て

は

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う

゜

事

実

、

八

月

の

湾

卓

危

磯

の

発

生

直

後

、

海

軍

は

い

ち

早

く

ト

マ

ホ

グ

の

ニ

ン

ピ

ュ

＇

夕

＇

に

イ

ラ

ク

の

攻

撃

[

U

]

壊

の

清

報

を

イ

ン

プ

ッ

ト

す

る

な

ど

、

使

用

本

制

に

入

っ

た

こ

＇

ノ

＇

）

を

公

言

，

＇

）

、

一

ー

，

r
（

フ

シ

ン

ヘ

，

ン

・

ポ

ス

ト

抵

、

一

九

九

（

）

年

八

月

十

四

日

）

＇

も

ち

ろ

ん

、

性

能

に

つ

い

て

の

厳

密

な

評

価

が

一

I

さ

れ

て

‘

Q

く

で

あ

ろ

う

，

＇

二

か

＇

）

、

米

軍

側

の

人

的

損

失

を

避

げ

る

こ

い

う

議

会

の

要

求

・

ぷ

、

今

回

の

弯

幸

戟

争

に

よ

っ

て

、

ま

す

ま

す

＇

L＇
マ

ホ

ー

＇

ク

の

よ

う

な

無

人

兵

器

に

比

重

を

置

く

よ

う

に

な

っ

て

い

く

と

思

わ

れ

る

，

こ

の

勤

宜

は

、

単

に

米

国

内

の

主

導

権

争

い

の

次

元

で

は

な

く

、

冷

戦

後

の

世

界

溝

造

に

と

っ

て

重

要

な

意

昧

を

持

っ

て

い

る

。

米

ソ

の

軍

縮

が

本

当

に

定

着

，

）

て

ゆ

く

た

め

に

は

、

毎

洋

軍

縮

に

つ

い

て

相

互

の

共

通

点

を

見

出

し

て

ゆ

く

こ

こ

が

逮

．

こ

な

っ

て

い

た

，

ア

メ

リ

カ

は

、

海

軍

の

対

ソ

憂

位

性

を

確

保

，

）

テ

レ

ピ

に

ミ

サ

イ

ル

そ

の

も

の

が

捉

え

た

漂

的

の

写

真

が

映

し

だ

さ

れ

た

。

そ

れ

は

、

ミ

サ

イ

ル

が

標

的

に

近

付

く

に

し

た

が

っ

て

大

写

し

に

な

っ

て

命

中

'

)

た

瞬

間

に

消

え

た

。

ア

ナ

ウ

ン

サ

に

よ

る

と

、

S
D
L
A
Mとい
う

新

型

ミ

サ

イ

ル

で

初

め

て

二

発

が

発

射

さ

れ

た

と

い

う

。

ト

マ

ホ

ク

の

よ

う

な

侮

羊

発

射

巡

航

ミ

サ

イ

ル

を

Sジ
」
c
)
Mと総
称

す

る

の

で

紛

ヽ

，

つ

わ

し

い

が

全

く

別

の

精

密

兵

器

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

映

像

を

流

す

こ

と

は

、

前

項

に

の

ベ

た

積

密

兵

器

信

仰

を

作

り

出

す

意

図

的

な

P
只

作

戦

の

一

部

で

あ

る

。

し

か

し

、

信

仰

を

打

ち

破

る

た

め

に

は

こ

の

よ

う

に

流

さ

れ

る

事

実

か

ら

目

を

そ

ら

さ

ず

、

む

し

ろ

そ

の

兵

器

清

報

の

背

後

に

あ

る

社

会

、

人

間

的

側

面

に

思

い

を

馳

せ

る

姿

勢

が

必

要

で

あ

る

と思っ°
S
L
A
Mは、
ス

タ

ン

ド

オ

フ

・

ラ

ン

ド

・

ア

タ

ッ

ク

・

ミ

サ

イ

ル

の

略

で

海

軍

の

空

母

艦

載

機

専

用

の

誘

導

ミ

サ

イ

ル

で

あ

る

。

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

の

教

訓

で

空

母

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

損

失

を

少

な

く

す

る

目

的

を

も

っ

て

、

一

方

で

は

巡

航

ミ

サ

イ

ル

ト

マ

ホ

・

＇

ク

の

よ

う

な

無

人

兵

器

が

開

発

さ

れ

た

が

、

一

方

で

は

出

来

る

だ

け

離

れ

た

距

離

か

ら

飛

行

磯

か

ら

の

ミ

サ

イ

ル

攻

撃

が

出

来

る

よ

う

に

S
L
A
Mを開
発

し

た

。

射

程

は

約

一

（

）

（

‘

）

キ

ロ

メ

、

ト

ル

で

、

艦

載

磯

の

A

6、

A
7、そ
し

て

多

分

F
1
8から
発

射

で

き

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

ほ

と

ん

ど

の

空

母

が

発

射

能

力

を

持

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

が

出

来

る

。

続

け

よ

う

と

し

、

ソ

連

の

保

守

派

は

、

に

も

か

か

わ

ら

ず

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ

大

統

領

が

一

方

的

に

軍

縮

を

進

め

よ

う

と

す

る

傾

向

に

強

い

危

機

感

を

抱

い

て

い

た

の

で

あ

る

。

湾

岸

戦

争

は

、

米

国

の

海

の

優

位

を

ま

す

ま

す

確

固

た

る

も

の

に

し

、

世

界

支

配

力

を

強

化

す

る

力

学

を

生

ん

で

い

る

。

米

ソ

の

軍

縮

の

今

後

に

深

刻

な

マ

イ

ナ

ス

影

響

を

生

み

出

さ

ず

に

は

お

か

な

い

で

あ

ろ

う

。

第

二

に

、

ト

マ

ホ

ー

ー

ク

を

含

め

、

ハ

イ

テ

ク

精

密

兵

器

が

戦

争

を

誘

発

し

、

拡

大

さ

せ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

が

立

証

さ

れ

た

。

こ

れ

ら

の

兵

器

の

有

効

性

を

力

説

す

る

こ

と

一

下

よ

っ

て

、

米

国

は

戦

争

が

短

期

間

に

終

結

し

、

一

般

市

民

の

被

害

を

最

小

限

に

留

め

得

る

と

議

会

や

世

論

を

説

渇

し

た

。

第

一

波

の

瀑

撃

を

し

た

と

き

の

あ

の

楽

観

ム

，

ー

ド

が

当

時

の

単

純

な

精

密

兵

器

信

仰

を

雄

弁

に

物

語

っ

て

い

た

。

）

か

し

、

思

っ

た

と

お

リ

の

成

果

が

上

が

っ

て

い

な

い

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

と

き

、

軍

事

攻

撃

対

象

を

拡

大

し

、

つ

ざ

つ

ぎ

と

民

生

関

連

目

標

へ

と

エ

ス

カ

レ

，

卜

し

て

ゆ

か

ざ

る

を

褐

な

い

で

あ

ろ

う

。

す

で

こ

、

発

電

手

や

、

原

子

炉

の

破

壊

が

公

表

さ

れ

て

い

る

，

力

で

昂

伏

さ

せ

る

論

理

に

立

つ

か

ぎ

り

、

そ

れ

は

避

け

る

べ

く

も

な

い

流

れ

で

あ

る

。

戦

争

は

、

短

期

間

に

終

わ

る

と

こ

ろ

か

泥

沼

に

落

ち

込

ん

で

ゆ

資
料
あ
り
ま
す
●
P
C
D
S
（
太
平
洋
軍
備
撤
廃
運
動
）
特
別
報
告
書
二
中
東
危
機
太
平
洋
か
ら
の
視

点
l

二
0

0
円
お
問
い
合
わ
せ
は
ト
マ
喰
い
虫
社
分
室
0
四
五
（
五
六
三
）
五
一
〇
一
へ
。

．．． 

必

ず

し

も

ミ

サ

イ

ル

の

誘

導

の

た

め

に

二

磯

の

飛

行

磯

を

必

要

と

す

る

訳

で

は

な

い

が

、

テ

レ

ビ

に

映

っ

た

攻

撃

の

場

合

、

紅

海

の

空

母

サ

ラ

ト

ガ

か

ら

発

進

し

た

A
6が発
射

機

，

こ

な

リ

、

A
7が誘
導

し

た

と
い
う
。
(
-
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
—
‘
­

月

二

二

日

）

＇

）

そ

し

て

、

一

発

目

の

ミ

サ

イ

ル

が

作

っ

た

穴

の

中

に

二

発

目

が

入

っ

た

と

し

て

精

度

を

誇

っ

た

。

横

須

賀

を

根

拠

地

と

す

る

ト

マ

ホ

ー

ー

ク

は

火

を

吹

い

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

現

在

、

横

須

賀

を

母

港

と

す

る

三

隻

の

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

が

湾

岸

に

い

る

。

イ

ー

ジ

ス

巡

洋

艦

の

バ

ン

カ

'

ヒ

ル

と

モ

，

ー

ピ

ル

ベ

イ

、

駆

逐

艦

の

フ

ァ

イ

フ

で

あ

る

。

そ

れ

に

は

公

称

九

七

発

の

ト

マ

ホ

，

＇

ク

が

積

ま

れ

て

い

る

。

は

っ

き

り

と

し

た

漕

報

は

な

い

が

発

射

し

て

い

な

い

と

信

ず

る

理

由

は

な

に

も

な

い

。

P
C
D
S
（

太

平

洋

軍

漕

徹

廃

運

動

）

が

整

理

し

た

こ

れ

ま

で

の

清

報

は

次

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

．

ト

マ

ホ

9
ー

ク

を

発

射

し

た

船

で

名

前

が

わ

か

っ

て

い

る

の

は

、

湾

岸

戦

争

の

火

蓋

を

切

っ

た

戦

艦

ウ

イ

ス

コ

ン

シ

ン

（

紅

海

か

ら

）

、

ペ

ル

シ

ャ

湾

に

い

る

戦

艦

ミ

ズ

、

リ

、

そ

れ

に

駆

逐

艦

レ

フ

ト

ウ

ィ

ッ

チ

の

三

艦

で

あ

る

。

こ

の

他

に

一

隻

以

上

の

潜

水

艦

か

ら

横
哨
貨
の
ト
マ
ホ
ー
ク
は
使
わ
れ
た
か
？

精
密
兵
器
の
落
と
し
穴

．．
 

（

六

ベ

ー

ジ

か

ら

）一棗
十

七

日

、

ア

メ

リ

カ

大

使

館

前

は

開

戦

に

抗

議

す

る

人

の

波

が

絶

え

な

か

っ

た

。

十

九

日

に

は

「

日

本

は

こ

れ

で

い

い

の

か

市

民

連

合

」

な

ど

の

呼

び

か

け

で

六

0
0名が
大

使

館

に

対

す

る

抗

議

行

動

を

行

っ

た

。

「

反

ト

マ

運

動

」

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

に

連

な

る

グ

ル

ー

プ

・

個

人

の

多

く

が

参

加

し

た

．

デ

モ

は

二

十

六

日

に

も

行

わ

れ

る

。

こ

こ

で

は

書

き

切

れ

な

い

ほ

ど

の

多

く

の

行

動

が

行

わ

れ

、

計

画

さ

れ

て

い

る

。

二

十

一

日

に

は

バ

ッ

ジ

の

会

、

ピ

ー

ス

・

ネ

ッ

ト

な

ど

呼

び

か

け

の

ダ

イ

・

イ

ン

が

渋

谷

駅

前

で

行

わ

れ

た

。

二

十

五

日

に

は

、

「

戦

争

へ

の

道

を

許

さ

な

い

女

た

ち

の

会

」

が

国

会

デ

モ

。

二

十

七

日

に

は

「

日

市

連

」

が

渋

谷

で

街

頭

ミ

ニ

・

コ

ン

サ

ー

ト

．

二

月

二

日

に

は

「

パ

ッ

ジ

の

会

」

な

ど

が

国

会

周

辺

で

ダ

イ

・

イ

ン

と

人

間

の

鎖

を

計

画

し

て

い

る

。

日

本

政

府

の

戦

争

協

力

に

反

対

す

る

署

名

運

動

も

始

ま

っ

た

。

呼

び

か

け

は

「

バ

ッ

ジ

の

会

」

「

ピ

ー

ス

ネ

ッ

ト

ニ

ュ

ー

ス

」

な

ど

。

以

上

紹

介

し

た

の

は

ほ

ん

の

一

部

，

首

部

圏

、

東

京

で

の

行

動

に

つ

い

て

は

次

の

グ

ル

ー

プ

に

問

い

合

わ

せ

て

下

さ

い

。

二

月

三

•
(
+
―
―
ベ
ー
ジ
ヘ
）

一

般

人

の

被

害

も

最

少

に

す

る

ど

こ

ろ

か

意

図

的

に

非

戦

闘

員

へ

の

波

及

効

果

を

狙

っ

て

ゆ

く

状

況

に

追

い

込

ま

れ

て

ゆ

く

で

あ

ろ

う

。

兵

器

へ

の

過

信

に

よ

っ

て

引

く

こ

と

の

出

来

な

い

戦

争

の

深

み

に

は

ま

っ

て

い

く

、

そ

の

引

き

金

を

、

近

代

精

密

兵

器

が

引

い

て

い

る

。

も

少

数

の

ト

マ

ホ

，

ー

ク

を

発

射

し

た

と

い

う

報

告

が

あ

る

。

こ

こ

に

名

前

の

上

が

っ

て

い

る

洋

上

艦

に

配

備

さ

れ

て

い

る

ト

マ

ホ

：

ク

を

す

べ

て

合

計

し

て

も

そ

の

数

は

七

二

発

で

あ

る

か

ら

、

さ

ら

に

多

く

の

軍

艦

か

ら

ト

マ

ホ

ー

ク

が

発

射

さ

れ

た

と

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

発

射

海

域

と

し

て

は

、

紅

海

、

ペ

ル

シ

ャ

湾

、

東

地

中

海

の

名

が

、

こ

れ

ま

で

の

報

道

の

中

で

名

前

が

あ

が

っ

て

い

る

。

空

母

ミ

ッ

ド

ウ

ェ

ー

は

ア

ラ

ビ

ア

海

を

中

心

に

バ

ト

ロ

‘

,

'

ル

し

て

い

る

と

言

わ

れ

る

の

で

、

横

須

賀

の

ト

マ

ホ

＇

ク

艦

は

オ

マ

ー

ン

湾

、

ペ

ル

シ

ャ

湾

に

い

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

洋

上

艦

の

ト

マ

ホ

ー

ク

の

射

程

距

離

を

考

え

る

と

、

そ

こ

は

イ

ラ

ク

の

東

側

の

目

漂

を

叩

く

の

に

適

し

た

海

域

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

横

須

賀

の

ト

マ

ホ

ー

ク

が

使

わ

れ

た

可

能

性

は

否

定

で

き

な

い

。

ト

マ

ホ

ー

ク

の

こ

と

を

書

き

な

が

ら

、

私

た

ち

が

ポ

ス

ト

冷

戦

時

代

の

横

須

賀

、

ひ

い

て

は

m本の進

路

を

考

え

る

大

き

な

歴

史

の

局

面

に

立

た

さ

れ

て

い

る

の

を

感

ず

る

。

一

ト

マ

ホ

ー

ー

ク

の

配

備

を

許

す

な

＇

・

全

国

運

動

l

と

い

う

名

前

が

、

ト

マ

ホ

ー

グ

を

主

力

武

器

の

一

っ

と

し

て

使

っ

て

し

ま

っ

た

湾

岸

戦

争

に

よ

っ

て

、

否

応

な

く

歴

史

の

風

雪

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。 S
L
A
M
と
は
何
か

＜ 。



(11) 毎月 1回20日発行1991年1月20日発行第63号（通巻64号） 1988年6月18日第三種郵使物認nr月刊トマ喰い虫 毎月 1回20日発行1991年1月20日発行第63号（通巻64号） 1988年6月18日第三種郵便物認可 月刊トマ喰い虫 (10)

く
か
ら
「
撮
っ
た
」
と
。

s
そ
う
。

で
「
写
真
を
撮
っ
て
い
る
か
」

っ
て
き

ー
！
ー
ほ
ん
と
に
！
（
笑
）

9

)

0

 
f
 
に
き
た
ん
た
」
と
聞
か
れ
た
。

「
観
光
だ
」
と
答
え

ー
ト
に
集
ま
っ
て
入
港
抗
議
行
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

つ
い
で
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ロ
ン
グ
茂
樹
船
団
長
（

S
）
、
広
沢
乗
組
員
（

T

)

、
春
男
乗
組
員
(

H

)

、
聞
き
手
・
新
倉

持
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

「
な
に
を
し

二
定．<,;、'I\—こ／
, ・ 

疇阻
祁虚廷

っ・差レ・

●
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
級
、

の
入
港
し
た
日
の
、

午
後

7
時。

ル
を
持
ち
上
け
て
、

何
だ
か
し
き
り
に
ラ
イ
フ
ル
を

れ
は
や
は
い
と
思
っ
た
。

そ
の
う
ち
一
人
が
ラ
イ
フ

っ
こ
。f
 
7
人
全
員
が
ラ
イ
フ
ル
を
持
っ
て
い
た
。
こ

ヲ~

ー
ー
確
か
に
そ
う
だ
。

ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
原
潜

（笑）

ヨ
コ
ス
カ
基
地
ゲ

メ
ッ
ト
に
ラ
イ
フ
ル
銃
で
武
装
し
て
い
る
の
か
わ
か

漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
追
い
付
く
は
ず
が
な
い
よ
。

（笑）

乗
っ
て
い
る
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
近
付
く
と
ヘ
ル

'
ー
ー
ま
た
も
や
保
安
庁
に
助
け
ら
れ
た
。

（笑）

T

そ
の
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
ボ
ー
ト
出
そ
う
よ
。
手

の
座
席
に

7
人
く
ら
い
の
迷
彩
服
が
見
え
た
。

随

分

き

を

え

た

、

と
い
う
わ
け
。

ー
そ
れ
は
も
う
ぜ
ひ
や
ろ
う
。

め
は
い
つ
も
の
や
つ
か
な
と
思
っ
て
い
た
が
、
後
ろ

保
安
庁
の
船
か
間
に
割
っ
て
入
っ
て
き
て
、

J
上
J
~

る
よ
ね
。

こ
ろ
で
米
軍
の
ポ
リ
ス
艇
が
近
付
い
て
き
た
C

は
じ

紅
さ
れ
る
ん
し
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ね
。

そ
こ
へ
、

出
せ
ば
、
ポ
リ
ス
艇
の
様
子
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き

と
っ
て
き
て
椿
地
の
入
り
口
の
青
フ
ィ
を
越
え
た
と

た
と
笛
告
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

捕
ま
る
か
、
発

る
の
か
、
遠
く
て
わ
か
ら
な
い
。

し
か
た
な
く
、
も

フ
＼
」
と
き
た
。

お
そ
ら
く
こ
こ
は
立
ち
入
り
禁
止

触
し
た
た
け
た
っ
た
。
ポ
ー
ト
か
ら
は
何
を
し
て
い

ト
ル
」
と
言
っ
た
ら
そ
の
と
た
ん
に
「
ペ
ラ
ペ
ラ
ペ

フ
ル
と
い
う
の
は
物
々
し
す
ぎ
る
ね
。

浦
郷
弾
薬
庫
で
何
か
重
要
な
も
の
の
荷
揚
げ
が

あ
っ
た
の
か
な
。

s
 

T
 
う
＼
ん
。

今
度
、

あ
る
い
は
搬
出
が
…
。

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね
。

原
潜
が
入
港
し
た
と
き
に
平
和
船
団
を

か
ら
出
て
行
っ
た
タ
グ
ホ
ー
ト
と
は
ほ
ん
の
数
分
接

S

で
さ
ぁ

「
英
語
を
話
す
か
」
と
聞
く
か
ら
「
リ

（
こ
こ
ま
で
た
と
り
着
く
の
に
普
通
は

1

時
間
以
上
か
か
る
）
1
0
分
ぐ
ら
い
過
ぎ
た
こ
ろ
、
パ

ー
ミ
ッ
ト
が
基
地
の
真
北
で
U
タ
ー
ン
し
た
。
基
地

T

そ
う
だ
よ
。

（笑）

あ
の
1
枚
は
決
死
の
1
枚
だ
っ
た
ん
だ
。

（笑）

T
 
基
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
し
て
は
、

を
過
き
て

く
り
カ
メ
ラ
を
だ
し
て
…
。

違
い
な
い
。

s
手
漕
き
ホ
ー
ト
で
臨
海
公
園
を
出
て
、
消
磁
所

s
 

出
動
し
た
と
き
の
話
を
し
て
よ
。

ル
ス
級
）

か
沖
止
ま
り
を
し
て
、

「
平
和
船
団
」
が

向
こ
う
が
写
真
を
撮
っ
た
ん
で
、
こ
ち
ら
も
撮

ろ
う
と
す
る
と
、
茂
樹
さ
ん
が
カ
メ
ラ
を
突
然
出
す

と
武
器
と
思
わ
れ
る
と
や
ば
い
か
ら
っ
て
い
う
か
ら
、

こ
れ
は
カ
メ
ラ
で
す
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
ゆ
っ

ー
原
潜
の
誓
備
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
？

。
ハ
ー
ミ
ッ
ト
の
そ
ば
に
い
な
か
っ
た
こ
と
は
間

ら
き
た
こ
と
な
ん
だ
。

ー
ー
1
2
月

6
日
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

（
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ

T 

S

対
地
攻
撃
の
能
力
を
も
っ
た
と
い
う
の
は
、
原

|
'
,
i
ト
マ
ホ
ー
ク
は
極
め
て
柔
軟
性
に
と
ん
だ
兵
器

で
、
と
の
よ
う
な
紛
争
に
も
こ
れ
一
種
穎
で
対
応
で

き
る
と
米
海
軍
は
盛
ん
に
言
っ
て
い
る
。
ヨ
コ
ス
カ

へ
の
原
潜
の
人
港
か
増
え
た
の
も
、
原
潜
か
ト
マ
ホ

ー
ク
を
搭
載
し
た
こ
と
の
現
れ
と
い
っ
て
い
い
の
か

た
新
し
い
暗
号
表
に
も
と
づ
い
て
、

次
の
日
に
再
入

港
し
て
何
か
の
評
価
を
し
て
い
る
と
か
。

、4
0
t
 

s
そ
う
だ
ね
。
た
と
え
ば
沖
止
ま
り
で
受
け
取
っ

‘
ょ
‘
°

し
t
し

い
る
「
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
級
一
と
「
ス
タ
ー
シ
ョ

ー
ー
そ
れ
と
、
去
年
の
入
港
で
目
立
っ
た
の
は
、
反

ー
ー
去
年
、
ヨ
コ
ス
カ
ヘ
の
原
潜
の
入
港
は
史
上
最

高
の
3
3
回
。
多
く
か
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
が
決
定
し
て

ン
級
」
だ
っ
た
。

H
史
上
最
高
と
い
う
言
い
方
は
ど
う
か
な
。
3
1
回

と
3
3
回
の
違
い
よ
り
も
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
の
直

前
か
ら
増
え
出
し
た
原
潜
の
入
港
回
数
が
、
ず
っ
と

高
い
レ
ヘ
ル
て
続
い
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
か
重
大
だ
。

s
ョ
コ
ス
カ
が
よ
り
実
践
的
な
原
潜
の
拠
点
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
よ
な
。

復
入
港
と
沖
止
ま
り
。

H
沖
止
ま
り
で
す
ぐ
出
て
行
っ
た
原
潜
が
、
次
の

日
に
ま
た
入
港
し
て
来
た
り
、
同
じ
原
潜
が
何
回
も

出
入
り
を
く
り
か
え
し
た
。

ー
'
_
何
を
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

s
沖
止
ま
り
を
し
た
原
潜
に
タ
グ
ボ
ー
ト
が
近
付

き
、
何
か
を
手
渡
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
だ
誰
も
写
真
を
と
れ
て
は
い
な
い
ん
だ
け
ど
。

I

I
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
変
則
的
な
入
港

そ
の
も
の
が
、
ひ
と
つ
の
訓
練
で
あ
る
こ
と
は
間
違

潜
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た

は
ず
だ
ね
。

原
潜

．
 
ト
マ
ホ
ー
ク

九
0
年
の
ヨ
コ
ス
カ

．
 S

不
思
議
な
の
は
、

7
人
の
ラ
イ

ポ
リ
ス
艇
が
吾
妻
島
の
方
か

¥
C
9
.
 

ー

ー
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ー
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（
八
ペ
ー
シ
下
段
か
ら
）

日
に
は
大
規
模
な
共
同
行
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
＾
r

c

O

四

五
（
五
六
三
）
五

-
0
-

「
ト
マ
喰
い
虫
―
分
室

eo=-―
（
三

三
七
九
）

0

0
四――

□
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か
市
民
連
合
」

e
o三
（
三
八
ニ
―
-
)
六
四
九
0

i
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」

一
横
田

昨
年
十
一
月
に
飛
行
量
が
異
常
に
増
え
た
後
十
二
月
以
降
米
軍

基
地
内
に
は
飛
行
磯
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
c

悪
兵
隊
と
C
一
三
0

輪
送
機
の
部
隊
が
中
東
に
派
遺
さ
れ
た
こ
と
は
米
軍
の
正
式
広
報

で
確
認
さ
れ
て
い
る
c

草
の
根
市
民
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
つ
く
っ
た
「
湾
岸
戦
争
に

反
対
す
る
横
田
基
地
周
辺
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
十
八
日
基
地
へ

抗
議
文
を
出
し
た
。
さ
ら
に
二
十
日
に
は
一
五
0
人
が
無
届
け
デ

モ
。
一
干
七
日
か
ら
日
曜
日
五
回
連
続
デ
モ
。
ま
た
、
米
兵
と
そ

の
家
族
に
対
し
て
[
血
を
流
す
な
」
と
の
英
文
ピ
ラ
を
ま
い
て
い

る
.

c

O
四
一
＿
五
（
五
一
）
八
九
0
六
遠
籐
方
f
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
l

会計報告
(9() 12 1J、911. 1J) 

一
新
潟

「
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
反
対
す
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

「
湾
岸
戦
争
に
反
対
す
る
実
行
委
員
会
」
は
十
八
日
に
は
繁
華
街

で
チ
ラ
シ
ま
き
＾
：
十
九
日
に
は
デ
モ
を
行
っ
た

C
二
十
一
日
の
県

評
セ
ン
タ
ー
・
原
水
禁
な
ど
主
催
の
集
会
に
は
市
民
も
多
く
参
加
。

集
会
後
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
よ
び
か
け
で
デ
モ
を
行
っ
た
。
地

元
紙
「
新
潟
日
報
」
は
、
約
十
回
連
続
で
毎
日
六
分
の
一
ペ
ー
ジ

の
記
事
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
と
顔
写

真
を
掲
載
中
。

—
-
―
沢

核
燃
サ
イ
ク
ル
基
地
問
題
を
焦
点
と
す
る
青
森
県
知
事
選
で
、

白
紙
撒
回
の
立
場
の
金
沢
茂
候
補
を
県
外
か
ら
泊
り
込
み
で
応
援

に
き
て
い
る
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
二
十
日
か
ら
毎
晩
七
ー

八
時
に
米
軍
三
沢
基
地
前
で
十
名
前
後
が
ロ
ー
ソ
ク
を
手
に
抗
議

行
動
を
行
っ
て
い
る
。
二
月
三
日
の
知
事
選
投
票
が
終
る
ま
で
続

け
ら
れ
る
予
定
。

i収人］

()前月から0)繰越

経常繰越
借入金繰越

¥)今月の収人

会性収人

:1置
カンパ収入

行動収人＊

資料収入

反核ホソトライン収入

アンケート調介収人

1文出］

●今月の支出

家賃

水道光熟費

電話代

郵送費

文具代

印刷費

行動費

資料経費

反核ホ，9 トライン経貨

アンケート弱査経費

雑費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

［会計より］
＊たくさんの会費と年末カンパの送金を本当にありが
とうこざしました。湾岸戦争の終結に向けて今後支出
か増える見込みですッ引き枕きよろしくお願いします。
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＊
編
集

＊
定
価

一
礼
醗

十
六
日
夕
、
地
区
労
が
ア
メ
リ
カ
稔
領
事
館
前
で
集
会
と
プ
ッ

シ
ュ
大
統
領
あ
て
申
し
入
れ
。
二
十
日
に
は
い
く
つ
か
の
市
民
グ

ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
緊
急
抗
議
行
動
。
ま
た
、
署
名
運
動
も
始
ま

っ
て
い
る
。

c
0
1

―
（
七
四
六
）
―
-
八
0
1

「
ト
マ
ホ
ー
ク
の

配
備
を
許
す
な
！
反
核
北
海
道
行
動
」

絹
集
後
記

分
室
の
そ
ば
を
通
っ
て
い
る
線
路
を
今
、
一
番
電

車
が
通
り
ま
し
た
。
向
か
い
で
は

N
君
が
沈
没
寸
前
！

と
い
う
顔
を
し
て
最
後
の
版
下
貼
り
込
み
を
し
て
い

ま
す
。
今
日
は
土
曜
日
(

2

6

日
）
。
楽
し
い
は
ず
の

週
末
を
こ
ん
な
に
し
て
し
ま
っ
た
プ
ッ
シ
ュ
の
親
父

よ
、
サ
ダ
ム
の
お
っ
さ
ん
よ
、
そ
し
て
う
ち
の
ト
シ

キ
君
よ
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
く
ヽ
れ
る
の
だ
と
机
を

た
た
＜
ヘ
ン
シ
ュ
チ
ョ
ウ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

「
反
核
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
だ
よ
り
一
と
一
読
者
か
ら
—

は
お
休
み
し
ま
し
た
。
お
許
し
を
。
（
た
）

＇ 

月
刊
ト
マ
喰
い
虫
第
六
十
三
号

一
九
九
一
年
一
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
六
十
四
号
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
全
国
運
動

〒
一
五
（
〉
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九

パ
ル
青
山
五
（
）
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

@J
O
三
（
三
四
九
八
）
六
（
）
九
五

(
)
四
五
（
五
六
三
）
五
一
(
)
-

F
A
X
0
四
五
（
五
六
三
）
九
九
(
)
七

郵
便
振
替
東
京
六
l
'

一
三
六
一
四
八

ト
マ
喰
い
虫
編
集
委
員
会

I
 

O
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）




